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インターネットの普及と発達に伴って，地域日常生活の情報流通が活発になっている．本論文では，
地域生活において重要な役割を果たす地域広告コンテンツに着目し，チラシをはじめ，地域広告コン
テンツの効率よい作成，再利用のために，地域広告コンテンツと広告主の意図の記述手法の提案を行
う．さらに，周辺の広告との比較に基づく相違を強調できる地域広告の呈示手法を提案する．

Description and Presentation Mechanism for
Local Advertisement Content Including Appeal Function

Qiang MA ,†† Jie LIN ,† Kazutoshi SUMIYA ††

and Katsumi TANAKA††

The development and spread of the Internet have brought great changes in our daily life. In
this paper, we propose description and presentation mechanisms for local advertisement con-
tent including appeal fuction. In this paper, the tag sets for describing local advertisements
are suggested to edit and access commercial advertisement contents efficiently, and to express
sponser’s appeal intention. We also propose some viewing methods based on comparison for
presentation of local advertisement.

1. は じ め に

インターネットの普及は，ビジネスと我々の日常生

活に大きな変化をもたらしている．特に，インターネッ

トを日常・地域生活のために利用することが多くなっ

てきている．特に，地域情報に関する情報流通が活発

になってきている 1),3)．本論文では，地域生活におい

て重要な役割を果たす地域広告コンテンツに着目し，

チラシをはじめ，地域広告コンテンツの効率よい作成，

および再利用とアクセスのために，地域広告コンテン

ツの記述とその呈示手法を提案する．

一般に，テレビで放送されるコマーシャルはコスト

が非常に高く，中小規模の地域企業が容易に作成する

ことが困難である．また，スーバーやショッピングスト

アなど地域密着企業は，特定地域のユーザを訴求対象

とする場合が多く，広域のユーザを対象とするTVCM

を利用する価値が低いと考えられる．我々の日常生活

においては，「新聞折込チラシ広告」☆は最も一般的な
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☆ 以下，チラシと略する

地域広告コンテンツである 13)．毎朝，各世帯に届け

られる新聞には必ずチラシ広告が折り込まれているが，

新聞よりもチラシのほうを熱心にチェックしている主

婦も少なくない．全国対象の広告としてはテレビ，新

聞（全国紙）などのマス広告を利用し，特定地域内へ

の広告については折込み広告を利用するのが企業の広

告手法としては一般的である．

インターネットでデジタル化された地域広告を公開

するサービスが各所で立ち上がっている 11),12)．チラ

シ広告をWebで公開することによって，いつでもど

こでも地域広告コンテンツにアクセスすることが可能

となる．しかしながら，これらのサービスは，単なる

チラシ広告のデジタル化に過ぎず，以下のような問題

点があると考えられる．

• スポンサー（広告主）の意図が多様である場合が
多く，スポンサーの意図に沿ったコンテンツの記

述と呈示が困難である，すなわち，競争相手，時

間，ユーザの年齢層などによって，強調する商品，

商品の特徴が異なる場合があるが，現在の方式で

は，このような意図を表現する枠組がない．

• 地域広告コンテンツの再利用が困難である場合が
ある．HTML や画像ベースのサービスが多いの

で，コンテンツの部分抽出や再構成が困難である．
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従って，ユーザの興味に応じてコンテンツの再構

成することが困難である．

• 地域広告コンテンツの間の相互関連性を考慮せず，
個々の広告を独立に呈示する．そのため，広告コ

ンテンツの違いが分かりにくく，ユーザの負担が

大きい．

本研究では，スポンサーの多様な意図を反映し，訴

求機能を有する地域広告コンテンツの記述とその呈示

手法の提案を行う．本研究で提案する地域広告コンテ

ンツの記述・呈示手法は以下のような特徴を有する．

• スポンサーの意図記述が可能
地域広告コンテンツのための訴求タグセットを提

案し，それに基づいてスポンサーの意図記述が可

能となる．

• 地域広告コンテンツの再利用が可能
XMLベースの地域広告コンテンツの記述手法の

提案を行う．複数の地域広告コンテンツから，ユー

ザが自分のほしい情報を検索やフィルタリングし

て，オリジナル広告コンテンツを動的に再構成し

て利用することが可能である．

• 複数広告コンテンツの関連性を考慮した呈示方式
本論文では，地域広告コンテンツの間の相互関連

を考慮し，競争相手と比較して，それぞれの商品・

サービスの最も特徴のある部分を強調できる，次

の 2種類の呈示手法を提案する．

– チラシの比較に基づく呈示方式：ある店の広

告に対して，周辺の店の競争商品・サービス

と比較して，チラシコンテンツのレイアウト

を動的に再構成し，違いを強調してユーザに

呈示する．

– 複数チラシの比較に基づく呈示方式：複数の

店の広告を，比較に基づいて，時系列順に同

時に自動プレゼンテーションを行う．

以下，本論文の構成を示す：2章では，関連研究を

述べる．3章では，地域広告コンテンツと訴求意図の

記述手法について述べる．4章では，訴求意図を考慮

した地域広告コンテンツの再構成とその呈示手法につ

いて述べる．まとめと今後の課題については 5章で述

べる．

2. 関 連 研 究

角谷ら 2) のWebSkimmingでは，同じサイト内の

Web文書のリンク関係をスライドショーメタファーを

用いて演出する手法を提案している．受動的ユーザイ

ンタフェースやビジュアル効果を利用している点は，

本研究と同じであるが，競争商品を比較し，その違い

の演出を行う点は異なる．

竹内ら 4) は, デジタル放送の蓄積型視聴において,

番組作者, CM 作者, 視聴者の個別化に関する意図を

容易かつ明示的に表明し,マルチメディア・コンテン

ツの再構成に反映させる枠組みを提案している．湯本

ら 5)は，映像コンテンツの再利用条件など作者の意図

記述手法を提案している．本研究では，地域広告コン

テンツのスポンサーの訴求意図の記述を行い，競争商

品のそれぞれの特徴をアピールする手法の提案を行っ

ている．

Gomez6)はインターネット上で行われているサービ

スやユーザーの動向の調査・分析に基づいて，サイト

（サービス）のランキングを行っている．サービスの

各々の項目および総合得点による評価が可能である．

商品・サービスの評価を行う点では，本研究と同様で

ある．しかしながら，本研究では，プロバイダーの意

図の記述可能であると共に，プロバイダーの意図と他

の比較の両方から商品を評価する点が異なる．

リブラ 7)，価格.COM8)は，商品の特徴や値段の比較

サービスを提供している．フルーグル 9)は Google10)

が提供している商品検索サービスである．商品名を入

力すると，ネット小売業者が提供する価格などを横断

的に検索できる．フルーグルが自動的にWebから情

報を抽出できる点と異なって，リブラ，価格.COMは，

人間による情報収集を行っている．本論文の提案では，

地域広告コンテンツを着目している点，提供者側の意

図記述ができる点と，比較による違いを強調して演出

を行う点が異なる．

3. 地域広告コンテンツの記述と制御機能

本節では，まず地域広告コンテンツの記述のための

基本タグセットについて述べる．次に，地域広告コン

テンツのメタデータとして，スポンサーの意図記述の

基本タグセットを説明する．

3.1 地域広告コンテンツの記述

チラシなどの地域広告コンテンツには，主に 3種類

の情報が記述されている:

• イベント名とその実施期間：これらの情報は，「夏
物大バーゲン，9/20～9/27」のようなチラシのタ

イトルに含まれることが多い．

• ショップ情報：イベントの実施店名，場所，地図
などの情報を含む．

• 商品・サービスの情報：イベント期間中，奉仕の
対象となる商品・サービスの価格，メーカなどの

情報がある．チラシ広告では，商品・サービスの

情報は多くの紙面を占める．
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図 1 地域広告コンテンツの記述のためのタグセット

これに基づいて，我々は，図 1に示されているよう

に，地域広告コンテンツの基本タグ次のように定義す

ることが可能である．

• event要素

event要素には，さらに次のような子要素を含む．

– title: イベント名を示す要素である．

– duration: イベントの実施期間を表す要素

である．

• shop要素

shop要素には，下記のような子要素を含む．

– shopname:イベントを実施する店の名前を

表す要素である．

– address: イベントを実施する店のアドレス

を示す要素である．

– tel: イベントを実施する店の電話番号を示す

要素である．

– url：イベントを実施する店のホームページ

のアドレスを示す要素である．

– businesstime：イベントを実施する店の営

業時間を示す要素である．

– map：イベントを実施する店の地図を示す要

素である．

• goods要素

goods 要素には，イベントの対象となる商品・

サービスに情報を記述する子要素を含む．

– name：商品・サービス名を表す要素である．

– img：商品・サービスの画像を示す要素である．

– maker：商品・サービスのメーカ・プロバイ

ダーを表す要素である．

– features:商品・サービスの特徴を記述するた

めの要素である．特徴名の name要素と特徴

量の value 要素から構成される．features

要素を用いて，商品・サービスの価格，サイ

ズ，色，生産時間など様々な属性を記述する

ことが可能である．

3.2 訴求意図の記述

本論文では，スポンサーの意図を地域広告コンテン

ツのメタデータとして記述を行う．すなわち，スポン
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図 2 訴求タグの構成図（スキーマ図）

サーの意図記述は，地域広告コンテンツと異なるファ

イルで行う．本研究では，RDF14) を利用している．

図 2で示されているように，スポンサーの意図記述

のための訴求タグ Appeal は，アピールする商品を

指定するための Item要素，訴求対象となるユーザの

情報を記述するためのUser要素と，アピール項目の

属性と条件（予想順位）を指定するための Priority

要素を含む．図 3は，XMLスキーマを用いた訴求タ

グセットの定義を示している．図 4は，RDFとタグ

セットによる記述例を示している．

• Item要素

Itemは，強調する商品の指定を行う．Userと

Priorityの二つの子要素を持ている．商品の指

定は，属性URIで行う．属性 levelは，商品の

訴求の優先度を表す．

• User要素

User要素を利用して，訴求対象となるユーザを

特定できる．従って，この要素を利用した個人化

が考えられる．User要素は age, sex, location

の三つの子要素を持ち，それぞれユーザの年齢，

性別と住所を記述することが可能である．

• Priority要素

level属性は，商品のアピールする属性の優先度

（レベル）を表す．Priority 要素は，feature，

sortと rankの 3つの子要素を含む．それぞれ，

商品のアピールする属性，整列方式（昇・降順）と

条件（予測順位）を記述することができる．sort

要素は，ランキングの方式を決める：値の昇順の

場合は 0，降順の場合は 1である．実際の順位が

Rankの値よりよければ，その属性はアピールの

優先度（レベル）が level（の値）である．つま

り，「値段の安さは，すべての店の中で安さ（値段

の昇順）が 10位以内であれば，価格を優先度 0.5

でアピールする」などの指定が可能である．

4. 地域広告コンテンツの再構成と呈示

地域広告コンテンツは，我々の日常生活において重

要な一部分となっている．新聞よりもチラシのほうを

熱心にチェックしている主婦も少なくない．しかしな

がら，これらの地域広告コンテンツの効率よくアクセ

スするためのシステムは，我々の知る限りでは，いま

だにない．そこで，我々は，地域広告コンテンツのア

クセス支援のため，次の 2 種類の閲覧方式の提案を

行う．

• 周辺チラシの比較に基づく呈示方式：ある店の広
告に対して，周辺の店の商品・サービスと比較し

て，チラシコンテンツの動的に再構成してユーザ

に呈示する．

• 複数チラシの比較に基づく自動呈示方式：複数の
店の広告を比較に基づいて，同時に，時系列順に

自動プレゼンテーションする．

これらの閲覧方式では，強調する商品・属性を，広

告主の訴求意図と商品・属性の比較に基づいて選択し

て，広告コンテンツの動的再構成を行う．我々は，強

調商品・属性の選択基準として，訴求度という尺度を

定義する．ある属性（商品）が，広告主のアピール条

件を満足し，しかも実際の値が競争相手と比べて良い

であれば，その属性（商品）は訴求度が高い．

4.1 訴 求 度

属性の訴求度

属性の訴求度は，ある比較範囲における広告主の指

定条件の満足の度合いと属性値の良さから評価される．

k 店の i商品の j 属性 aij
k の訴求度は，次のように定

義することができる．
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図 3 XML Schema による訴求タグ定義

Wa(aij
k , ω) = α·level(aij

k )·R(aij
k , ω)+β·V (aij

k , ω)(1)

ただし，α, βは重みである．R(aij
k , ω)と V (aij

k , ω)は，

それぞれ，比較範囲 ωにおいて，aij
k の指定条件の満

足度合いと属性値の良さを表す．level(aij
k )は，属性

aij
k の訴求の優先度（訴求タグにおける Priority要

素の属性 levelの値）を表す．

例えば，A店は，「牛肉」の「値段」が「ランキング

（値段の昇順，いわば，安さ）の 3位以内」であれば

優先度 0.5でアピールすると指定しているとする．実

際では，A店の値段が 150円であり，10軒の店にお

いて，値段のランキングでは 4位である．また，1位

と 3位の店の値段は，それぞれ 120円と 140円である

とする．この場合，A店の「牛肉」の「値段」の訴求

度は，実際のランキング（4位）と期待していたラン

キング（3位）の差に基づく計算される指定条件の満

足の度合いと，期待順位（3位）に届くための値の差

（150-140)に基づく計算される値の良さに基づく評価

できる．

• 指定条件の満足度合い R(aij
k , ω)は，次のように

評価される．

R(aij
k , ω) =

expect(aij
k ) − rank(aij

k )

n
(2)

ただし，nは，ωにおいて,i商品の j属性の記述の

ある店の数である．rank(aij
k )が k店の i商品の j

属性が ωにおける実際の順位を表す．expect(aij
k )

が訴求タグで指定した予測順位 (要素Rankの値）

である．

実際の順位が指定条件より高ければ，R(aij
k ) > 0．

実際の順位が指定条件と同じであれば，R(aij
k ) =

0．また，実際の順位が指定条件より低ければ，
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図 4 RDF と訴求タグによる訴求意図の記述例

R(aij
k ) < 0．上記の例の場合，指定条件の満足の

度合いは −0.1である．

• 属性値の良さ V (aij
k )は，次のように評価される．

V (aij
k , ω) = (3)

(−1)order · value(aij
m) − value(aij

k )

top(value(aij))

ただし，value(aij
k )は aij

k という属性の値を表す．

mは，ωにおいて，k店指定した順位 expect(aij
k )

を占める店を表す．top(V (aij))は，ω において，

第 1位を占める店の i商品 j 属性の値を表す．訴

求タグセットの Priorityの sort 要素に対応し

て，orderは，ランキングが昇順で行う場合では，

0である．逆に，降順の場合，order = 1．

上記の例の場合，A店の「牛肉」の「値段」の良

さ（V )は −0.1である．

訴求記述がなかったが，競争相手の同類の商品と比

較して，上位を占める属性があると考えられる．例え

ば，ある広告主は，「牛肉」という商品に対して，値段

のみのアピール指定を行った．しかしながら，他の競

争相手と比較して，この広告主は値段の順位（安さの

順位）が良くない．一方，アピール指定のなかった鮮

度は順位が１である．この場合, 鮮度を強調する価値

があると考えられる．このような属性に対しては，広

告主の指定条件はランキング 1位，アピールの優先度

をその商品のすべての訴求指定のある属性の優先度の

最小値として，訴求度を計算することが考えられる．

商品の訴求度

商品の訴求度は，その商品の属性の訴求度の和であ

る．つまり，k 店の i 商品 (ai
k) の訴求度 W (ai

k) は，

次のように計算される．

W (ai
k) = level(ai

k) ·
l∑

j=1

W (aij
k ) (4)

ただし，l は，属性の総数である．W (aij
k ) は，属性

aij
k の訴求度である．level(ai

k)は，広告主が訴求タグ

セットの要素 Itemの level属性を用いて指定した商

品 ai
k の優先度を表す．

4.2 地域広告コンテンツの呈示

本節では，属性・商品の訴求度に基づく地域広告コ

ンテンツの呈示について述べる．

周辺広告主の商品との比較に基づくチラシ呈示

この呈示方式では，ユーザがまず興味のある広告主

（店）1 個と，その広告の比較対象となる広告主（グ

ループ）を指定する．そして，システムは，ユーザの

興味ある広告コンテンツとその他の広告と比較して，

それぞれの商品，商品属性の訴求度の計算を行う．計

算された商品・属性の訴求度に基づいて，商品・属性

のサイズを動的に調整する．訴求度が高い商品・属性

は，より多い画面スペースを占める．つまり，訴求度

の高い商品・属性はサイズが大きい．つまり，チラシ

における項目（商品・属性）のサイズはその項目の訴

求度によって決定される．この方式では，ユーザに呈

示する広告は，指定したもののみとなる．

図 5は，比較に基づくチラシ呈示の一例を示してい

る．ユーザが A 店のチラシを選んで閲覧していると

する．左側で示されているように，他の店との比較の

ない場合では，「キャベツ」と「玉ねぎ」が同じ画面ス

ペースを占める．一方，ユーザが比較対象を選択して
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図 5 比較に基づくチラシの呈示方式の例

いれば，商品・商品属性の訴求度をそれぞれ計算して，

チラシの再構成を行う．この例（右側）では，B店と

C店が比較対象となり，「キャベツ」の訴求度が高く計

算されたので，キャベツのサイズがより大きくなって

いる．訴求度の低い「玉ねぎ」のサイズが縮小されて

いる．

複数チラシの比較に基づく自動呈示方式

複数の店の広告を，比較に基づいて，同時に自動プ

レゼンテーション方式である．この方式では，ユーザ

が興味のある商品，および対象とする複数の店を指定

し，各店におけるそれぞれの商品の訴求度を計算する．

この時，商品属性の訴求度についてもそれぞれ計算を

行なう．

呈示の方法は，スライドショーのような時系列的な

自動プレゼンテーションを用いる．基本的には，商品

のサムネイルが画面に次々と表示され，訴求する属性

も同時に表示される．訴求度の高い属性は表示される

時間 (画面から消えるまでの時間) が長く，訴求度の

高い属性ほど上部に表示される．

図 6 は複数チラシの同時自動呈示の模式図である．

上から下に時系列順に表示変化を示している．この例

では，左右に店 A, 店 B 側の情報が表示されており，

それぞれの商品の横には，各店のこの商品の属性のう

ち，訴求度の高いものを画面の上位に位置させている．

それぞれの属性の訴求度に応じて表示される時間が異

なる．この例であれば，A店の「価格」，「鮮度」の順

に高く，B店の「鮮度」は Bの中では訴求意図は強い

が他と比較して，それほど訴求度が高くないと判断さ

れている．図の右側の矢印は属性の訴求度 (すなわち，

表示時間)を示しており，左から，A店の「価格」，「鮮

度」，および B店の「鮮度」である．なお，この例は，

2つの店を対象としているが，複数の店を対象とする

場合は，同心円状に属性を配置する．

5. お わ り に

本論文では，地域広告コンテンツの XMLによる記

述方式，訴求意図の記述機能，違いを強調できる地域

広告コンテンツの呈示方式を提案した．

本論文では，広告主の意図を考慮した広告コンテン

ツの訴求度という概念を提案し，周辺広告との比較に

よるチラシ呈示方式と複数広告の比較に基づく自動呈

示方式の提案を行っている．このほかに，地域広告コ

ンテンツの XML データを，スクリプト作成マーク

アップ言語である Scripting-XML15) の形式に自動変

換し，テレビＣＭのような形式でユーザに呈示する方

式も考えられる．この際，商品間の差異情報や，あら

かじめ各商品に指定された訴求情報を効果的に提示す

る．さらに，ブロードバンドの普及に伴って，高品質

の映像や音声コンテンツをインターネットでも楽しめ

るようになってきている．このために，放送とWeb

コンテンツの動的な統合を行い視聴・閲覧できるシス

テムとして，馬らのWebTelop16) などがある．これ

らのシステムを利用したテレビ CM 映像と地域広告

コンテンツを動的に統合して提示する方式も考えられ

る．これは，すなわち，地域広告コンテンツから，関

連するテレビ CM 映像をリアルタイムに検索・取得

し，テレビ CM と地域広告コンテンツを連動して呈

示するものである．これは，蓄積機能を有するＴＶが

現在数多く出現しており，過去に蓄積されたＴＶＣＭ

映像群と，チラシなどに掲載されている商品とを動的

に関連づけることにより可能となる．

今後は，訴求タグ機能の検証，テレビ番組風の提示

方式の評価，および，テレビＣＭとの連動提示機能の

実証が必要であると考えている．
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図 6 複数チラシの比較に基づく自動呈示方式の例
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